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ヒアリング報告② 
阿連小学校閉校による児童・地域住民への影響 
 ―伝統文化の視点から 
 
落合 志保 
 
1．はじめに 
 本報告は、小学校閉校による児童・地域住民への影響を、旧阿連小学校の校長であり、
現在金田小学校の校長を務めている岡﨑満氏へのヒアリングから明らかにしたものである。
まず、阿連（あれ）地区と旧阿連小学校（以下、阿連小）について紹介してから、ヒアリ
ング内容を整理し、最後に考察をしてまとめていく。 
 最初に、阿連地区について述べる。市の調査によると、人口は 250 人（男性 122 人、女
性 128 人）、99 世帯である（2016 年 12 月現在）。高齢化率（総人口に対する 65 歳以上人口
の割合）は、40～50%といわれている。内閣府の『平成 28 年度高齢社会白書』によると、
日本全体の高齢化率の平均は 26.7%なので、阿連地区の高齢化が進んでいることがわかる。 
 主な産業は農業、漁業、林業である。かつては、炭鉱もあったという。また、歴史ある
土地でもあり、市指定無形文化財のオヒデリ祭、国選択文化財の盆踊りなどがある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１：対⾺全体から⾒た阿連⼩の場所    2：阿連⼩と⾦⽥⼩の位置（地図 1、2 出典 Google map） 
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 阿連小（地図 1、2）は、1873 年に開校し、多くの卒業生を輩出してきた。1994 年に現
存する校舎に改築した。近年は、過疎の影響によって児童数は減り続け、2015 年度は、全
児童数が 10 名になったため、今年度から金田（かんだ）小学校（以下、金田小）と統合さ
れた。金田小と比べ、阿連小の児童数が少ないので、阿連地区から金田小までスクールバ
スが出ることとなった。金田小までスクールバスで約 20 分かかるという。 
 
2．統廃合後の⼦どもたち 
 さて、今回のヒアリングでは、学部生 2 名と筆者、対馬市役所の前田氏で岡﨑校長を訪
ねた。岡﨑校長は、阿連小に 3 年間勤務され、現在、金田小学校の校長を務めている。そ
のため、阿連小と金田小の統合による児童と地域の変化を間近でみてきた。以下、岡﨑校
長へのヒアリングをまとめていく。 
 岡﨑校長は、阿連小勤務時は、小学校の敷地内にあった一戸建ての校長住宅で暮らして
いた。岡﨑校長は阿連小の校舎をとても気に入っていたという。閉校する 2016 年 3 月 31
日。岡﨑校長と職員 1 名は、電気が止まるまで校舎の清掃等を行っていた。最後の施錠を
し、校舎に背を向けた時、声が聞こえたような気がして後ろ髪をひかれる思いで去ったそ
うだ。岡﨑校長はその後も、阿連小を朽ちさせたくないという思いから、時折、敷地内の
草刈りや校舎清掃、窓の開閉などの手入れをしているという。 
 では、阿連小を離れてから、金田小へ移った時の子どもたちの様子はどうだったのだろ
うか。岡﨑校長によると、子どもたちは、閉校式の時はやはりさびしそうにしており、金
田小に初めて登校した日は、笑顔の子どもが半分、不安そうにしている子どもが半分だっ
たという。笑顔と不安が半分というのは、金田小に親戚がいる子どもは笑顔であるが、親
戚や知り合いがいない子どもは不安そうな顔をしていたということだった。 
 4 月に、環境や生活リズムの変化に慣れず、月曜日を 2 週続けて休む子どももいたそう
で、岡﨑校長は、そのたびに家庭訪問をしていた。ただ、その児童も 5 月には元気になり、
保護者も安心されたそうだ。 
 その後、岡﨑校長は、金田小の子どもたちが持っている雰囲気と、阿連小の子どもたち
が持っている雰囲気に、若干の違いを感じたという。阿連小の子どもは、普段、素直で明
るくて、朗らかで、やる気に満ちているところがあった。そういった阿連小の雰囲気が金
田小に持ちこまれたことにより、金田小の子どもたちもよい影響を受けて、活気のある学
校に変わってきているのではないかという。特に、金田小には 6 年生が男子児童 1 人しか
いなかった状況で、阿連小から 3 人の 6 年生が来たことを、子どもたちは非常に喜んだそ
うだ。 
 阿連小の子どもたちは、学校での自分の居場所をつくりだせるようになり、それぞれの
新しい役割を担いながら学校生活を送っている。阿連小の子どもたちは、全校児童 10 人ほ
どで何年も過ごしているので、それぞれの役割が決まっていた。しかし、金田小と統合す
ることで、子どもの数が増え、自分にできること、ほかの子にはできないことを知ったこ
とにより、自己肯定感が更に高まった。子どもたちにとっては、人数が増えたことで切磋
琢磨できる場所が形成されたのだった。 
 子どもたちは新しい学校に慣れつつあるが、岡﨑校長によれば、阿連の学校は、子ども
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たちにとって心の拠り所の一つであるという。6 月のある日、阿連出身の４年生の男の子
から「校長先生、鍵ってまだありますか？」と話しかけられた。岡﨑校長は、阿連小の鍵
をまだ預かっているので「持っとるよ」と答えると、男子児童は「いつか学校に入れてく
ださい」と言ったという。このことから岡﨑校長は、子どもは阿連小のこと忘れておらず、
阿連小の校舎に入ると落ち着くのではないかと語っていた。 
 
3．⽂化交流の⼀拠点として⼩学校 
 次に、地域学習について教えていただいた。 
 阿連小では、総合の学習だけではなく、社会科、理科、生活科でも、地域にある川に行
って学習したり、お年寄りから話を聞いたり、様々な取り組みが行われてきた。阿連地区
内は徒歩で移動ができるので、普段からそのような学習をしており、岡﨑校長は非常によ
かったと思っていたそうだ。地域学習では、阿連地区に伝わる盆踊りの練習をしており、
閉校式でも踊ったという。阿連地区の盆踊りは長い伝統があり、それが地域の人びとにと
っては誇りの一つになっている。子どもたちが少なくなって盆踊りの継承ができないので
はないかと言われていたため、小学校で地域学習に取り組んでいたそうだ。子どもたちは
地域の人びとから教わることで、踊れるようになった。一昨年の学習発表会では、阿連地
区の雷鳴（らいめい）神社という古い神社の歴史を、4、5 年生が劇にしたそうだ。このよ
うに、子どもたちが地域の方から地域の文化や伝統を学び、それらを発表することで、地
域の人びとも地域のよさを再認識することができるのだろう。 
 岡﨑校長は、阿連地区には一つの集落に、一つの学校だけだったことから、地域とのつ
ながりがとても強かったと語っていた。その地域の先達が学校に来て知恵や伝統文化を教
えてくれるので、小学校が文化交流の中核となっていたこと、地域全体で子どもを守り、
育てていくという、現在では少なくなった教育の在り方が阿連地区に存在していたとも述
べられていた。 
 小学校で地域学習を行うことは、子どもたちと地域の人びとをつなげる役割をも果たし
うる。この地域の人びとが「小学校に通う子どもたちのため」という思いで協力してくれ
たという校長の語りからそのことが窺える。人びとの思いにこたえるべく、小学校は「場」
を提供していた。教員にとって、自分が育った場所でない地域の自然や文化を調べるのは
負担になる可能性もあるが、地域にとっては、子どもたちに地域のよさを知ってもらえる
し、自分たちも地域の良さを再認識することができる。小学校は、地域の文化交流におい
て重要な役割を背負っていた、と言うこともできるかもしれない。 
 
4．考察 
 ここからは、以上の岡﨑校長のヒアリング内容をふまえ、文化的な面から、地域におけ
る小学校の役割について考えたい。 
 岡﨑校長は、小学校を地域における文化交流の中枢であると述べていた。阿連地区には
伝統的な盆踊りがあり、子どもたちはそれを学び、学習発表会で踊ったという。東（2015:74）
は、このような地域文化は、「個人に特別な体験を与え、世代を越えた住民を結びつけ、地
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域への誇りを育むことができる」という。東は、民俗芸能が盛んな岩手県の中学校を調査
し、様々な民俗芸能の教育の現場を訪ね、「たとえ保存会がなくなっても、学校がある限り
（その芸能は）継承されていく」と、学校で民俗芸能を教える意義があることを指摘して
いる（東 2015:74）。また、地域の人びとが子どものため、地域のために民俗芸能を教える
ことは、地域と人びとのつながりを目に見えるかたちにしていることでもあるという。東
が指摘するように、阿連小も地域学習を通して人びとのつながりを見えるかたちにしてい
た。 
 佐藤（2012）は民俗芸能を学校教育に取り入れる効果を三つにまとめて、キャリア教育
の視点から民俗芸能について述べている。 
 
  ①生徒の自己実現に資する。生き方在り方に係るキャリア教育と共通して結びつき展
開されうる②地域への愛着を起こすこととなる（地域活性への方向付けを強める）③
大人や地域の他の人と関わりが持てる。ここからは社会力の育成（キャリア教育とも
つながる）や問題行動解決の可能性ももたらす。（佐藤 2012:277） 
 
 民俗芸能には、地域とのつながりを強化するだけでなく、児童生徒の自己実現や社会力
の育成などの効果も期待されている。しかし、阿連地区では小学校がなくなってしまった。
地域の人びととのつながりや、子どもたちが持つ地域への誇りをなくさないように、新た
な文化交流の拠点を置くことが求められているといえよう。たとえば、小学生による阿連
の伝統文化保存会を結成してもいい。保存会を結成し、夏祭りで、大人たちとともに踊り
を奉納したり、他地域と合同で子どもによる民俗芸能大会で発表したり、世代と地域を越
えて文化交流をおこなうことで、阿連の文化を再認識できるのではないか。 
 筆者は、過去に宮城県南三陸町の民俗芸能を調査したことがある。そこでは地域ごとに
固有の民俗芸能を小学 5 年生から教えていた。5 年生は地区の集会所で週に 1 回練習し、
運動会や 6 年生を送る会で披露していた。二つの小学校区が合わさった戸倉中学校1では、
二つの民俗芸能を選択する方式がとられ、自分の地域の民俗芸能を学べるようになってい
た。そして、体育祭で発表する。総合学習の時間で、地域に住む保存会の方を招いて指導
するが、小学校の時にだいたい踊れるようになるので、中学校ではそれほど時間を割かな
いという。金田小でも、阿連地区と金田地区どちらかを学び、発表し合えればよいのでは
ないだろうか。 
 下田（2014）によれば、先人たちの生身の暮らしや、その土地に根差した仕事の作法が
民俗芸能に反映されているという。阿連地区の子どもたちが、盆踊りの意味や歴史を理解
し、堂々と踊る姿は、地域の人びとに改めて自らの生活や生活を営む場を見つめ直す契機
を与えるのではないだろうか。 
 
5．まとめ 
 本報告では、阿連小学校閉校による児童、地域住民への影響について伝統文化の視点か
                                                          
1 2011 年の東日本大震災で津波の被害を受け、2014 年に閉校した。 
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ら校長のヒアリングをもとに明らかにした。統廃合による子どもたちの変化をみると、最
初は寂しい気持ちを持ったというものの、次第に新しい環境に慣れ、自分の新しい立ち位
置を築いていったことが窺えた。しかし、新しい環境に身を置いてはいるものの、阿連小
への想いは残っていることもまた確かである。地域学習については、統合したことにより
阿連地区の伝統文化を学ぶ機会が減ってしまった。それまでは、小学校が文化交流の中枢
であり、子どもたちと地域の人びとをつなぐ場だったため、小学校を失うことは阿連地区
にとって大きな痛手であろう。文化の視点から考察すると、小学校で民俗芸能を教えるこ
とは多くの意味を持っていた。地域のつながりを見えるようにすること、伝統芸能を存続
させること、子どもの自己肯定感や自信をつけることが課題として挙げられていた。子ど
もの人数が少ないことにより、統廃合するのはやむを得ないかもしれないが、阿連地区の
盆踊りや他の伝統文化が今後も続くように対処しなければならないだろう。豊かな自然と
文化を有する阿連地区の今後に注目していきたい。 
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 左：春の阿連⼩学校 
 下：全校児童による阿連の盆踊り 
（2015 年度学習発表会） 
 
 
 
 
 
 
 
 
（おちあい・しほ 立教大学大学院社会学研究科博士課程前期課程） 
  
